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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平17年５月17日の決算発表時および平成17年９月２日の「米国合弁事業に係る提携
解消および営業一部譲受」発表時に公表した平成18年３月期（平成17年４月１日 ～平成18年３月31日）の業績予
想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．平成17年９月期中間業績予想数値の修正（平成17年４月１日～平成17年９月30日） 

（１）連結                                 （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

当 初 発 表 予 想 
（平成17年５月17日発表） 

27,700 2,000 900 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成17年９月２日発表） 27,700 2,000 1,707 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 27,196 2,128 1,394 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △504 128 △313 

増 減 率            （％） △1.8 6.4 △18.3 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年３月期中間） 

24,673 1,274 690 

  平成17年9月2日付業績修正は、米国合弁会社の出資持分売却による特別利益計上見込額のみを加算修正 
したものであります。 

 
 

（２）単独                           （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成17年５月17日発表） 23,400 1,650 750 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 23,509 2,292 786 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 109 642 36 

増 減 率            （％） 0.5 38.9 4.8 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年３月期中間） 

20,715 1,038 641 

 
 



 
２．平成18年３月期通期業績予想数値の修正（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

（１）連結                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

当 初 発 表 予 想 
（平成17年５月17日発表） 

57,200 4,000 1,900 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成17年９月2日発表） 57,200 4,000 2,707 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 56,100 4,000 1,800 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,100 0 △907 

増 減 率            （％） △1.9 0 △33.5 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年３月期） 

50,814 3,251 1,530 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  42円26銭 

 
（２）単独                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成17年５月17日発表） 46,800 3,150 1,600 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 47,500 4,150 1,500 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 700 1,000 △100 

増 減 率            （％） 1.5 31.7 △6.3 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年３月期） 

43,404 2,720 1,537 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  35円22銭 

 
３．修正の理由 

（１）平成17年9月中間単独決算における経常利益が、前回発表予想を大きく上回る結果となりましたのは、材料費 

   の縮小と能力増強による生産性の向上等によるものであります。 

 

（２）平成18年3月期単独の通期業績見通しの経常利益も、中間期と同様な理由によるものであります。 

 

（３）平成18年3月期連結の通期業績見通しの当期純利益は、工場跡地の土地改良費用を18年3月までに特別損失へ 

   計上する予定になったことが主な理由であります。 

   当該費用につきましては、10億円弱の計上を見込んでおります。 

 

以上 
 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な数字に基づき当社グループで判断したものであります。予想には 

   様々な不確定要因が内在しており、実際の業績はこれらの予想値と異なる場合がありますことをご承知おきくだ

さい。 


